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 （論文審査結果の要旨） 
 

 本論文は、マウス再植歯における fibrillin の歯根膜再生効果を検討することを目的として行わ

れた。Fibrillin 標品の溶液・固相化ゲルに歯を浸漬・塗布した再植歯の歯根吸収と骨性癒着、お

よび再生歯根膜の線維構築と面積を評価した。Fibrillin 溶液浸漬では無細胞セメント質が失われ

外部吸収が起こった。歯根膜線維は疎で periostin 発現も稀薄であった。Fibrillin ゲル塗布では、

periostin 発現と膠原線維形成の促進が観察され、fibrillin は periostin やコラーゲンと共役し歯根

膜線維形成を促すことが明らかとなった。以上より、本論文において、fibrillin ゲルは再植歯の歯

根膜再生効果を期待できる有用な医薬となる可能性が示された。平成２８年２月１５日に予備審

査会が行われ、本論文は Journal of Hard Tissue Biology に２月１６日に受理されたため、後日

さらに個別審査が行われた。審査評価票の学位審査基準はすべて合格であり、発表では説明は明

確で質疑応答も的確であったことから、全審査委員が田村翔悟氏を合格と判定した。 

 


